













































































左 S の么珠 


①シ ヤツ ターボタン ⑩ シャツ ター速度ダイヤル ⑨レンズ取付け指標 



く赤ポチ〉 


②ストラップ 
取付け金具 


⑥レンズ交換ボタン 



⑪フオーカスリング 


㉖ 距離目盛 


㉕ 被写界深度目盛 



㉔ シャッター速度指標 


⑬マニュアル絞り目盛 


⑭ 絞りリング 


㉒ フイルム感度表 7 F 窓 
<DIN> 


⑮巻きもどし 
クランク 


フイルム 

カウンター 


⑳巻き上げ レバー 


⑫ EE マーク 


㉓ フイルム感度表示窓 
<ASA> 


⑯巻きもどしノブ 


⑰ 距離基準 マーク 


⑬ シャッター速度目盛 




㉛ 裏ぶた 


㉙ 卷き取りスプール 


㉟ プレツシヤ _ プレート 


⑳裏ぶた開閉金具 ㉛ 電源チエックボタン 


フイルムガイド 


㉗ メータースイッチ ⑪シャッター 


‘⑫アイピース 


㉘ 巻きもどし軸 


㉙ パトローネ室 


㉟ 巻きもどしボタン 



おもな 1 * 


コニ カ FTA のおもな性能 

型 式：自動露出用 CdS メーター内蔵 35mm フォーカルプレーンシャッター式一眼レフレックスカメラ 

画面サイズ： 24 x 36 mm 

使用フイルム： 35圓フイルム <J135> パトローネ入リ 

標準レンズ：へキサノン F1. 2 58圆 <6群7枚構成>、 F[4 57mm< 5群6枚構成 > または F1. 8 52mm< 5群6枚構成> 至近撮影距離 0. 45m 
マウント：バヨネット式 コニ カマウントII型直径 47mm フランジバック 40. 5mm 
絞リ機構：完全自動絞リ<自動全開式>被写界深度確認用マニュアル絞り装置付 

シャッター：コパルスクェア s B.1 〜1/1000秒倍数系列等間隔目盛セルフタイマー内蔵シンクロ M およびX接点 M 接点で M 級全 
速度同調X接点1/125秒までストロボ完全同調 

ファインダー：ペンタブリズム使用のアイレベルファインダー_ピント合わせは中心部マイクロダイヤプリズムによる分散合致式 
視野内 メーター 付 

ミ ラ ー ：ミラー先端垂直上昇完全クイックリターン方式 
露出調節：超高感度複合 CdS メーターによる TTL 方式 <像面中央重点測光方式> 

自動 絞し J レンズ _<EE の場合>フィルム感度、シャッター速度および交換レンズの開放 F 値に連動する完全 EE 式_<マニュアル 
の場合>フィルム感度、シャッター速度および開放 F 値に連動する絞り値直読式 

マニュアル ■ プリセツト絞！ J レンズ _フィルム感度およびシャッター速度に連動する定点合わせ式<ゼロメソッド式> 

電源に 1.3V 水銀電池く JIS H-C 型>2個使用電源チヱック装置付 
EE 連動範囲： 43六100のフィルムで日乂2_5〜£718フィルム感度目盛 ASA25 〜彳600 DIN15~33 

フィルム巻き上げ：_操作によるレバー巻き上げ式でフィルム巻き上げ、シャッターチャージ、ミラーと自動絞リセット巻き上げ角154°引出し 
角20°二重露出防止裏巻き式コニリール使用 

フィルムカウンター：裏ぶたを開くと自動的にスタートマークにもどるオート ■ マチックフィルムカウンター順算式 
フィルム巻きもどし：巻きもどしボタンを一度押してクランクで巻きもどす巻きもどしボタン自動復帰式 
大きさ ■ 重量： F1.8 付 148mm< 幅> x95mm< 高さ> x89mm< 厚さ > 950g 

F1.4 付 148mm< 幅> x95mm< 高さ> x90mm< 厚さ> 103 0g 

F1.2 付 148mm< 幅> x95mm< 高さ> x96mm< 厚さ> 114 0g 





相の 7 ■坪 


3 フイルム感度を合わせる。 



4 シャッター速度を決める。 


◊屋外では1/250秒、室内では1/30秒 
に合わせておきますと便利です。 



广 Hi 苗卜の' れ石 



コニ カ FTA の CdS メ ー ターは 1 . 3 V の水銀電池 2 個を 
電源として働きます。付属の水銀電池の表面を乾 
燥した清潔な布でよく拭いてから、カメラの水銀 
電池室に入れてください。 

1カメラ水銀電池室 ㉜ のふたを、硬貨などで左 
<反時計方向>に回してはずします。 

2水銀電池を電池室内部のシールに示したとお y 
+<プラス>を上にして2個重ねて入れてくだ 
さい。 

3 電池を入れたらふたを右に回して、しっかりね 
じ込んでおいてください。 



苗 i 尿のチェック 



電源のチェックは次の順序でおこなってくださし、。 


1レンズ交換ボタン⑥を押したまま、レンズ鏡胴 
の白い部分を持って左<反時計方向>に回して 
はずします。なお、自動絞りレンズ以外ははず 
す必要はありません。 

2シャッター速度ダイヤル⑩の外側を持ち上げて 
回し、フィルム感度表示窓 < ASA > ㉓ の指標に 
100を合わせます。 

3シャッター速度ダイヤルを回し、1/125秒に合 
わせます。 



4 カメラ底部の電源チェックボタン ㉛ を押すと、 
フアインダー視野内のメ ーター指針⑱が振れ、 
電池の容量が十分あれば電源チェックマーク⑰ 
のところか行き過ぎた位置で指針が止まり確認 
できます。 

したがって、以上の3つの赤色<フィルム感度 
目盛 ■ シャッター速度目盛 ■ 電源チェックボタ 
ン>を合わせるような順序で覚えておいてくだ 
さい0 


◊電源のチェックはメータースイッチが、 OFF 、 
ON いずれの位置でもおこなえます。 




水銀電池の取り扱いについて 
◊水銀電池は普通のご使用ならば1年以上は十分 
もちます。電圧は使用経過とともに徐々に下が 
らないで、寿命がくると急激になくなる性質を 
もっています。 

〇電池が消耗し指針の振れがマークに達しない場 
合には、新しい水銀電池と取り替えてくださし八 
〇水銀電池は 1.3 VCJIS H - C 型 >、ナシヨナル M .1 C 
< H - C > ■ 東芝 TH - KC < HS - C >、 マロリー PX -675、 
エバレディ ー EPX -675 などを2個使用します。 


◊ ふだん撮影しないときは、スイッチを OFF にし 
ておくと電池の消耗が防げます。なお、カメラ 
を長期間ご使用にならないときは、水銀電池を 
取り出して湿気の少ないところに保存してくだ 
さい0 


なお、類似形状のもので規定電圧が異なつ 
たもの、たとえば銀電池などがありますか 
らまちがわぬようご注意ください。 




フイルムの'れ 3 


◊コニカ FTA には、パトローネ入り35酬フイルム 
を使用します。 

◊フィルムを入れるときは直射日光を避け、日陰 
でおこなつてください。日陰のないところでは、 
ご自分のからだの陰を利用するのも 一つの 方法 
です 

◊フィルムは ASAIOO に統一されたさくら カラーリ 
バー ■サル 100、さくら カラー N -100、 コニ パン SS 
を常用なされば、 フィルム 感度目盛を一度100 
に合わせた後はいちいち合わせ直す必要があり 
ません。 



1裏ぶた開閉金具 ㉚ を引いて、カメラの裏ぶた ㉛ 
を開きます。 

2パトローネの軸の出ているほうをカメラの底部 
に向けて、パトローネ室 ㉙ に入れます。 





3 フイルムの先を巻き取りスプール ㉚ のフイルム 
差し込み溝 ㉘ に差し込みます。どの溝でも結構 
ですから、入れやすい溝に差し込んでくださし、。 

4 巻き上げ レバー ⑳を回して フイルムをスプール 
に巻きつけ、 スプロ ケット⑩の歯がパー フォレ 
—シヨン< フイルムの 穴>とかみ合っている こ 
とを確認して裏ぶたを閉じます。裏ぶたは指先 
で押えるとしまります。 


5 裏ぶたを閉じたら、巻きもどしクランク⑮を起 
し、クランクにしるされている矢印の方向に静 
かに回して、パ ト ローネ内の フイルムの ゆるみ 
をなくしておきます。方向をまちがえると フイ 
ルムに 故障をしようじることがありますから、 
ご注意ください。 









6 フイルムを巻き上げシャッターボタン①を押す 
操作をくリ返し、フイルムカウンター ㉑ の窓に 
ある指標に1をだします。 

◊巻き上げレバーを止まるところまで回すと、フ 
イルムが1コマ分巻き上げられ、同時にシャッ 
ターがチャージされ、ミラーと自動絞りもセッ 
卜されます。 

◊フイルムカウンターは、巻き上げレバーを操作 
するごとに一目盛ずつ進み、撮影枚数を示しま 
す。撮影が終り裏ぶたを開くと自動的にスター 
トマーク < S > にもどります。 



フイルムの巻き上げ状態の確かめ方 


フイルムが正しく巻き上げられているときは、巻 
き上げをおこなうごとに巻きもどしノブ⑯が左 
<反時計方向>に回ります。もし回らなければ、 
正しく巻き上げられていないのですから、ご注意 
ください。 





シャッターと!^; 



シャッターはフィルムに達する光量を時間的に制 
御することと、被写体の動きを写し止める働きを 
します。シャッター速度目盛には B および1〜1000 
までの数字が示してあリ、 1.2 .4.8 ……1000の 
数字は、それぞれ1秒.1/2秒.1/4秒 ■ 1/8秒…… 
1/1000秒のシャッター速度を表わしています。速 
度ダイヤルを回して希望の速度目盛を黒丸印の指 
標に合わせると、その速度でシャッターがきれる 
ことになります。 


◊シャッター速度目盛の巳は、1秒以上の長い露 
出が必要なときに用います。 

◊色文字の125はストロボ同調の最高速度を示し 
たものです。 

◊シャッター速度目盛は目盛の中間で使うことは 
できません。必ずクリックで止まった位置に合 
わせてください。 


◊シャッターボタンを押したままシャッター速度 
ダイヤルを回さないでください。 
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光量比 2 1 イイイ $ $ 

絞りは フィ ルムに達する光量を面積で調節する こ 
とと、ピントの合う範囲を調節する働きをします。 
絞りリングには各レンズの開放絞りから最小絞リ 
までの絞り目盛 < f 値>が示してあり、各目盛ご 
とにクリックで止まります。 F 1.4 - 2 - 2.8 ……と 
数字が大きくなるほどレンズを通る光量が少なく 
なります。その関係は上図のようになります。つ 
まり F 4 は F 2. 8の半分の光量、 F 5. 6は F 4 の半分の光 
量となります。 


◊ EE マークのついたレンズの絞りは、完全自動絞 
り機構ですから、シャッターをきった瞬間だけ 
決められた F 値まで絞られ、直ちに開放絞りま 
で自動的にもどります。 

◊絞り口径は連続的に変りますから、各目盛の中 
間絞りも使えます。 




TTL 測光と完全自動露出制御機構 
コニカ FTA は撮影レンズを通過した光を新しく開発 
された複合 CdS で中央重点測光する最も新しい方式 
と完全自動露出制御機構 < EE 方式 > を結び付けた 
もので、常に正確な露出で効果的な瞬間を迅速に 
とらえることができます。 

完全自動露出制御機構は図に示すように、シャツ 
夕一速度とフイルム感度の値が連動機構によリメ 
ーターに伝達され、 EE 式完全自動絞りレンズの開 
放 F 値は、 F 値伝達レバーから連動機構を経てデ 
イファレンシャルギャ<差動ギャ>によリメータ 
一に伝えます。同時に視野内メーターに使用レン 
ズの開放 F 値表示 マーク が現われます。 

また、アイピースの両側から内側に向けて置かれ 
た2個の複合 CdS が、焦点面の中央輝度を重点測光 
し、その値は補正抵抗や可変抵抗を含む回路から 
メーター に伝えられ メーター を作動させ、自動的 
に適正絞りが決まり、この時の絞り値を視野内メ 
_夕_の指針が示します。 


測光方式 

EE マークのついている EE 式完全自動絞りのレンズ 
を使う場合には、開放測光方式で使用します。そ 
の他のプリセツトやクリツク絞りのレンズを使う 
場合、あるいはエクステンションリング、ベロー 
ズ-レンズマウントアダプターなどの使用で自動 
絞りが使えない場合には、絞り込み測光方式でお 
使いください。 


<ご注意>従来のオートレックス用 EE 式完全 
自動絞りの各レンズは、 FTA にそのままではお 
使いになれません。特に才一トレックス用へ 
キサノン AR 200 mm F 3. 5のレンズを FTA にその 
ままでお使いになるとカメラを損傷します。 
必ず各レンズ共 FTA 用レンズ < F 値導入のレン 
ズ>に改造してからこ使用ください。 

簡単に改造できますから、最寄りのサービスス 
テーシヨンにお持ちください。 






メーターの 



適正露出範囲：メーター指針⑱が適正露出範囲 
<使用レンズの絞り目盛の範囲>にあれば EE 撮影 
ができることを示しています。そして指針はその 
とき働く絞り値を示しています。 

警告 マークと 開放 F 値表示 マーク： 視野内 メータ 
_の上側にある赤色の部分が F 1. 2レンズの露出不 
足警告マークです。 F 1. 2以外のレンズでは、赤い 
開放 F 値表示マーク⑲が使用レンズの開放 F 値を 
示しますから、その目盛よリ表示マーク側に指針 
があると露出不足になります。下側の警告マーク 
⑯は露出オーバーを示す警告マークで、各レンズ 
とも指針がこのマークにかかったときは適正露出 
が得られません。 

電源チェックマーク：電源チェックマーク⑰は、 
CdS メーターの電源である水銀電池の容量をチェッ 
クするとき使います。 


絞り込み測光用定点：絞り込み測光では、使用フ 
ィルムに対して絞りとシャツター速度が適正露出 
を与えるような組合わせのとき、指針は定点⑭に 
合います。 

マニュアル 表示 マーク： マニュアル表示マーク ㉚ 
の M は、 EE 式完全自動絞りレンズで絞りリング⑭ 
の EE マーク⑫が指標に合っていないことを示すマ 
ークです。したがって、 EE 撮影時以外は常に M の 
文字が見え、このときはマニュアル撮影となりま 
す0 



⑲開放 F 値表示マーク 


⑱メータ_指針 


⑧電源チェックマーク 


⑮露出オーバー警告マーク 


•⑯絞り目盛 


⑬ F 1. 2レンズ用 

露出不足警告マーク 


㉚ マニュアル表示マーク 


⑭絞り込み 
測光用定 


F 1_2 目盛 



— I 適正露出範囲 FI .2 のとき 




メーターの)® i 甚^ 1 


メーターで測光できる明るさの範囲が連動範囲で、 
使用 フィルムの 感度によって変ります。開放測光 
方式では、使用するレンズの開放 F 値によっても 
変ってきます。フイルム感度が ASAIOO の場合には、 

F 1.2 MTEV 2_5< F 1_2 1/4秒 >~ EV 18< F 16 1/1000秒〉、 

F 1.4 付で EV 3 く F 1.4 1/4秒〉〜 EV 18< F 16 1/1000秒 >、 

F 1.8 付で EV 3.7< F 1.8 1/4秒 >~ EV 18< F 16 1/1000秒 >、 

までが連動範囲になります。しかしマニュアル絞りレンズによ 
る絞り込み測光方式では、 F 2.8# TEV 5< F 2.8 1/4秒 >~ EV 19 
く F 22 1/1000秒> となります。 

フィルム感度によるメーターの連動範囲は表の太 
線で囲んだ内側で、外側が連動しない範囲です。 
連動範囲外にかかるときはシャッター速度ダイヤ 
ルがストップして回せません。 EE 撮影以外でも、 
このストップを越えてシャッター速度を合わせた 
いときは、オーバーライドレバー⑱を矢印の方向 
に押しながらシャッター速度ダイヤルを回してく 
ださい。連動範囲外でフィルム感度およびシャッ 
夕_速度を変えるとメ _夕_指針が動いて絞り目 
盛を指し連動しているように見えることがあります。 







EE 萌 <献册> 


開放測光方式 
EE 撮影 < 開放測光> 

EE マークのついた EE 式完全自動絞りのレンズを使 
う場合には、絞りが開放の明るいファインダーの 
ままの測光方法で EE < エレクトリック’アイ >撮 
影ができます。 

◊シャッタ ー 速度ダイヤルの上にある フィ ルム感 
度表示窓の ASA と DIN 目盛は、どちらもフイルム 
が光に感じる度合を示す単位です。 


◊フイルム 感度 < ASA > は、 フイルムの 外箱や使 
用説明書に書いてあります。 

◊フイルム 感度は正しく合わせてください。まち 
がえて合わせると適正露出が得られませんから 
ご注意ください。 


◊カツコ 内の数字は中間 
の点に相当する感度で 
す0 






1 フイルム感度く ASA > を合わ 
せます。 

シャッター速度ダイヤル⑩の外 
側を持ち上げて回し、フイルム 
感度表示窓 < ASA > ㉓ の指標に使 
用フイルムの感度に相当する目 
盛を合わせます。目盛に正しく 
合った位置で落ち込んで固定さ 
れます。 


2シャッター速度を決めます。 

シャッター速度ダイヤル⑩を回 
し、被写体に応じたシャッター 
速度目盛⑲を指標 ㉔ に合わせて 
ください。シャッター速度を屋 
外では1/250秒、室内では1/30秒 
に合わせておきますと便利で 
す0 


3絞りリングを EE に合わせます。 

絞りリング⑭を回して EE マーク⑫ 
を指標に合わせてください。 

この位置にクリックがあり確実 
に固定されます。 






_ ぐ^^上の辱点 



メータ指針が露出不足を示したときは、シャッター 
速度を遅くしてください。また指針が露出オーバー 
を示したときは、シャッター速度を速いほうに変え 
てください。そして指針が適正露出範囲に入れば EE 
撮影ができます。シャッタ_速度ダイヤルをいっぱ 
いに回しても、指針が適正露出範囲に来ないときは 
EE 撮影ができません。 

◊撮影目的によって絞りを先に決めたいときは、 
視野内メーターを見ながらシャッター速度ダイ 
ヤルを回し、希望の絞り目盛にメーター指針を 
合わせます。シャッター速度は必ずクリック位 
置で使用してください。 







EE 機構をはずして使うときには 

特別な目的で露出を加減して撮影したいときは、絞 
りリング⑭を EE マー ク⑫からはずして マニュアル 絞 
り目盛⑬によって露出を決めます。このとき視野内 
メ _ 夕 _ はフイルム 感度、シャツ ター 速度、 レンズ 
の開放 F 値に連動す るメーター として働き、 メータ 
—指針⑱は適正絞り目盛を示します。これを読みと 
って絞りリング上の マニュアル 絞り目盛を決めてく 
ださい。 




越^爵のについて 


コニ カ FTA の CdS メーターは TTl _ 方式ですから、画角 
以外の影響を受けませんので、どういう場合にも使 
用フイ ルムの感度目盛を正しくセットしたまま EE 撮 
影してもさしつかえありませんが、次のような場合 
に限り フイ ルム感度目盛を修正された方がよい結果 
が得られます。 



逆光線撮影の場合 

非常に明るい背景の人物や逆光線撮影のときは、背 
景の光が強いために実際に写したいものが露出不足 
になることがあります。こんな条件のときは、半分 
下げた数値の感度——たとえば使用 フイ ルムが 
ASA 100 なら、 ASA 50 ——に目盛を合わせ直して撮影 
してください。 



被写体だけが明るく周囲が暗い場合 
人物だけが明るく背景が極端に暗いような場合や、 
薄暗い室内から周囲を含めて外を写すようなときは、 
周囲の暗さに影響されて実際に写したいものが露出 
才_バ_になることがあります。 

こんな条件のときは、 2倍に上げた数値の感度—— 
たとえば使用フイルムが ASA 100なら ASA 200 ——に目 
盛を合わせ直して撮影してください。 

◊ < ご注意> これらの撮影がすんだら、必ず元の 
感度目盛にもどしておくことを忘れないでくだ 
さい。 



カメラの US 



カメラはしっかリ構えて 


よいピントの写真を写すためには、シャッターボタ 
ンを押す際カメラぶれを起さぬよう確実に構えるこ 
とがたいせつです。カメラは両手でしっかり持って 
手、鼻、ひたいなどでうまく顔に密着させて安定を 
はかり、指の先でシャッターボタンを静かに押して 
シャッターをきってください。 



縦位置のカメラの構え方は、横位置の写し方よりも 
カメラの保持がむずかしいようですが、被写体によ 
つては縦位置で写すこともありますから、練習して 
よぐ匱れてください。低速度シャッターで写すとき 
は、手持ち撮影ではカメラぶれしますから、三脚を 
使用するか固定した台の上にカメラを安定させてく 
ださい。 




ピントの S わせ 3 



ピント合わせはフオーカスリング⑪を回し、ファイ 
ンダー中央のマイクロダイヤプリズム ㉛ でおこない 
ます。ピントが合っていないときはマイクロダイヤ 
プリズム上の像がギザギザに見え、ピントが合った 
ときは像が ハッ キリし、同時に周囲の像も ハッ キリ 
見えます。 

長い焦点距離の交換レンズを使うときは、マイクロ 
ダイヤプリズムが見にくくなりますから、マット面 
㉜ でピント合わせをしてください。またピントを正 
確に合わせるためには、ファインダーの視度を正し 
くする必要がありますから、近視または遠視の方に 
は視度調整レンズが用意されております。 




ピントの S わせ 3 


ピントが合っていない 
とき 



ピントが合ったとき 


ファインダーは一眼レフ式実像ファインダーですか 
ら、遠距離でも近距離でもレンズを交換した場合に 
もファインダーに見える像そのままが撮影範囲にな 
ります。 





近距離にピントを合わせた場合 

ssaa 


遠距離にピントを合わせた場合 



レンズはある距離の被写体にピントを合わせたとき、 
その被写体だけでなく、その前後においても十分鮮 
鋭に写る範囲があります。この鮮鋭に写る範囲をレ 
ンズの被写界深度といって、次のような性質をもっ 
ています。 

1. 絞り値が大きいほど深くなります。 

2. 遠距離にピントを合わせたときほど深くなりま 
す。 

3. ピントを合わせた被写体の前方よりも後方が深 
<なります。 

4. 焦点距離の短いレンズほど深くなります。 

被写界深度は被写界深度目盛と マニュアル 絞りの2 
つの 方法によって確認することができます。詳しく 
は被写界深度表をご覧ください。 





FI 6 のときの被写界深度 






1. 5 2 3 610 〇〇 meter 



㉖ 距離目盛 


㉕ 被写界深度目盛 ㉝ 赤外補正マーク 


被写界深度目盛による場合 

被写界深度目盛 ㉕ には距離指標 ㉞ を中心にして両側 
に絞りと同じ目盛がついています。ピントを合わせ 
た後これを見ると、使用する絞り目盛に囲まれた範 
囲が被写界深度になります。たとえば、 F 1.4 57圆 
のレンズでピントを合わせた被写体までの距離が5 
m であったとすると、 F 4 のときには4 m から7 m ま 
でが、 F 16 にすると2.5阳から〇〇<無限遠>までが被 
写界深度に入ることがわかリます。 





SHE マーク/妒離 M マーク 


マニュアル絞 y による場合 

完全自動絞りのレンズは常に開放絞りになっていま 
す。被写界深度をファインダーの中で確認したいと 
きは、絞りリング⑭を EE マー ク⑫からはずし マニュ 
アル 絞り目盛⑬を決めて、 マニュアル 絞りボタン④ 
を押しながらファインダーをのぞくと見ることがで 
きます。 


赤外補正マーク 


赤外 フィ ルムで赤色系 フィ ルターを用いた赤外線写 
真撮影の場合には、普通のピントを合わせた後、距 
離指標 ㉞ で距離目盛 ㉖ を読み、その目盛を赤外補正 
マー ク ㉝ の赤線までずらして撮影してください。 

距離基準 マーク 

レンズの距離目盛 ㉖ は、フィルム位置を示した距離 
基準 マーク <〇>⑰からの距離が表示してあります。 














被写界深度表く FI. 2 58mm ■ F1.4 57mm> 


許容錯乱円直径 3/100 圓 < 単位 m > 


















































セルフタイマーの 



コニ カ FTA のセルフタイマ ー は、 EE 撮影、フラツシ 
ュ撮影のいずれの場合でも使用できます。ご自分も 
いっしよに記念撮影するときにお使いください。 
巻き上げレバー⑳を操作してからセルフタイマーレ 
バー③をいっぱいに回してセツトし<この逆の順序 
でもよい>シャッターボタン①を押すとセルフタイ 
マーが働き、約10秒たってシャッターがきれます。 


◊ <ご注意 > セルフ タイマーによる EE 撮影では、 
シャッターボタンを押す際アイピースから強い 
光線が入りますと、露出に影響を及ぼします。 
ファインダ— をのぞいたまま押す方法 か、 アイ 
ピースを手でおおって押す方法をとってくださ 
い0 

なお、ファインダーから目をはなしシャッター 
ボタンを押すとき、カメラの前側に立つとご自 
分の陰に対する露出になってしまいますから注 
意してください。 


◊セルフタイマーは記念撮影のほか、接写などの 
カメラぶれ防止に利用しても効果があります。 
◊セルフタイマーレバーのセツト角を少なくして、 
シャツターがきれるまでの時間を短くすること 
もできます。 



B < バルブ > 露出について 



シャッター速度目盛⑲を B に合わせてシャッター 
をきると、バルブ露出といって、シャッターボタ 
ンを押している間だけシャッターが開き指を離す 
と閉じるので1秒以上の長い露出の撮影に用いま 
す0 

◊シャッター速度ダイャルが B まで回らないとき 
は、オーバーライドレバーを矢印の方向に押し 
ながら回してください。 


◊ B 露出は EE では使用できませんから、絞りリン 
グを EE マークからはずし、 マニュアル 絞り目盛 
を用います。 

◊三脚を使用するときは、カメラ底部三脚ねじに 
取り付けます。ケーブルレリーズは専用のコニ 
カケーブルレリーズのご使用をおすすめします。 




フイルムの铲きもとし-石 



カメラに入れたフィルムのきまった枚数を撮影し 
終ったら、フィルムを元のパトローネに巻きもど 
します。巻きもどしをしないで裏ぶたを開けてし 
まうと、フィルムは光に当って全部だめになって 
しまいますからご注意ください。 

◊フィルムが終りになった最後の巻き上げで、巻 
き上げレバーが途中で動かなくなったときは、 
無理に巻き上げないで、レバーを逆に押しもど 
してください。 

◊カメラからパトローネを取り出すときは、日陰 
でおこなつてください。 


1巻きもどしボタン ㉟ を押してください。ボタン 
は一度押せばひっこんだままになります。 

2巻きもどしクランク⑮を起し、クランクにしる 
されている矢印の方向に回します。これで フイ 
ルムがパトローネに卷きもどされてゆきます。 

3巻きもどしの手ごたえが急に軽くなったとき巻 
きもどし完了です。裏ぶた ㉛ を開きパトローネ 
を取り出します。 

◊ひっこんだ巻きもどしボタンは、巻き上げレバ 
—を操作することにより、自動的に元の位置に 
もどります。 




EE 撮影ができない夜間や暗い室内での撮影、ある 
いは昼間でも補助光として、フラッシュバルブや 
ストロボを使用してフラッシュ撮影をしてくださ 
い。 




フラッシュ撮影には、フラッシュガンや小型スト 
ロボなどをファインダーアイピース部に取り付け 
られるアクセサリークリップ m をご使用くださし、。 
カメラには m と x の二種類のフラッシュ接続ソケ 
ットがありますから、 M 級、 FP 級のバルブを使用 
するときには、プラグを M 接点のソケット⑧に差 
し込み、ストロボ、 F 級のバルブは X 接点のソケ 
ット⑦を使います。 

◊コニ カ FTA の M 接点はタイムラグを18ミリセ コ 
ンドに調整してあります。 



コニカ FTA フラッシュ同調表 〇印……同調 x 印……使用不可能 


接点 

フラッ^ 

•ンャ•ソター 速度 
-ュハつレブ、■、、 

B — 

1 

2 

4 

8 

15 

30 

60 

125 

250 

500 

1000 

M 

M 

級 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

F 

P 級 

° 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ス 

トロ ボ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 


F 

級 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 


◊ FM 級く AG -1、 AG -1 B > のフラッシュバルブは、 M 接点をお使いください。 


フラッシュ撮影の露出について 
フラッシュ撮影では、 EE は使用できませんからマ 
ニュアル絞り目盛⑬によって露出を決めます。絞 
り値く「値>はフラッシュバルブ、あるいはスト 
ロボのガイドナンバーを距離で割って求めます。 
たとえば、 M 級バルブでフィルム感度とシャッタ 
一速度に対するガイドナンバーが27の場合、撮影 
距離が 3 m のとき、27+3 = 9となリ絞り値は約 
8となります。 


各バルブとストロボに同調するシャッター速度は 
表を参照してください。 

〇ガイドナンバーはフラッシュバルブの包装ケー 
スに示されていますが、使用するフラッシュガ 
ンの種類によっては、ガイド表が付いています。 
このときはガイド表のほうを見てください。 







レンズを取 y はずすには 

レンズ交換ボタン⑥を押しながら、レンズ鏡胴の 
白いリングを持って左<反時計方向>に回し、レ 
ンズとボデーの赤ポチが合った位置で引き出しま 
す。 

レンズを取 y 付けるには 

レンズ鏡胴の赤ポチとボデーの取付け指標 < 赤ポ 
チ〉⑨を合わせて正しくはめ込み、レンズ鏡胴の 
白いリングを持って右<時計方向>に静かに止ま 
るまで回してください。 



<ご注意> 


〇レンズをはずしたときボデー内部はさわらない 
でください。 

◊はずしたボデーやレンズ鏡胴にゴミが入らない 
ようにし、レンズ面にはキズや指絞を付けない 
ようにしてください。 

〇レンズを取リ付けるときには、必ずレンズ側と 
ボデー側の赤ポチが合う位置ではめ込むように 
してください。 




iOTii み^^^ p 



マニュアル 絞り撮影 < 絞り込み測光> 

プリセットやクリック絞りのレンズを使う場合、 
あるいはエクステンションリング、ベローズ、レ 
ンズマウントアダプターなどの使用で自動絞りが 
使えない場合には、絞り込み測光方式で露出を決 
めます。 

1フィルム感度 < ASA > を合わせます。 

フィ ルム感度表示窓 < ASA > ㉓ の指標に使用 フィ 
ルムの感度に相当する目盛を合わせてくださ 
い0 


2シャッター速度を決めます。 

シャッター速度ダイヤル⑩を回し、被写体に応 
じたシャッター速度目盛⑲を指標 ㉔ に合わせて 
ください。 

3 メーターのスイッチを ON に合わせます。 

メータースイッチ ㉗ を ON に合わせてください。 

4露出を決めます。 

カメラを被写体に向けてファインダーをのぞ 
き、視野内 メーター の定点⑭に メーター 指針 ⑱ 
が合うように絞りリングを回して露出を決めま 
す。指針が定点に合えば適正露出が得られま 
す。 





孩 tj 込み恐兄上の#点 


絞り込み測光では、視野内メーターの絞り目盛は直 
接関係ありません。絞りリングの調節だけではメー 
夕一指針が定点に合わないときはシャツター速度を 
変えてください。 

指針が定点より上にある場合は露出不足ですからシ 
ヤツター速度を遅くし、下側でしたらシャッター速 
度を速いほうに変えてください。 


◊ <ご注意 >逆光線撮影あるいは絞りを絞って接 
写するとき、アイピースから光線が入らぬよう 
注意して露出を決めてください。 



露出不足 


◊顕微鏡撮影のとき絞りがありませんから、シャ 
ッター速度か光源の明るさで調節してください。 







手動プリセットレンズを使うときは 
手動プリセット絞りのレンズを使用する場合には、 
あらかじめプリセット絞りリングを最小絞り目盛に 
セットしておき、絞りリングを回し露出を決めます。 
また、動体等で敏速な撮影操作を行う場合には、プ 
リセット■絞りリングと絞りリングをそろえて回し 
て決めることもできます。 


